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.--局、

1，498戸(-1) 
7，446人(-3) 
3，668人(-4) 

3，778ノI¥. (十 1

(56年9月 1日現在〉

村のようす

エ舎

に20関簿記議武典

式典のあいさつをする双皐正司会長A 

覆良従業員として表彰される矢吹ヨシさん

村
商
工
会
は
、
昭
和
三
十
六
年
に
創

立
さ
れ
、
今
年
で
二
十
年
に
な
り
ま
し

た。
こ
の
二
十
周
年
の
式
典
が
、
去
る
九

月
九
日
村
体
育
館
に
お
い
て
、
商
工
会

関
係
者
二
六

O
名
が
一
堂
に
会
し
盛
大

に
と
り
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
席
上
、
村
長
よ
り
歴
代
商
工
会

長
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
一
二
年
以
上
役

員
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
方
々
に
商
工
会

長
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
昭
和
五
十
六
年
度
優
良
従
業
員
の

表
彰
式
が
お
こ
な
わ
れ
、
熊
田
建
設
の

矢
吹
ヨ
シ
さ
ん
ら
二
十
二
名
の
方
々
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

品

昭
和
三
十
五
年
に
商
工
会
の
組
織
等

に
関
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ
、
各
町
村

に
法
制
化
さ
れ
た
商
工
会
が
で
き
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
、
我
村
も
昭
和
五
十
六

年
九
月
九
日
初
代
会
長
で
あ
る
尾
形
量

致
氏
を
中
心
に
法
制
化
さ
れ
た
商
工
会

の
設
立
総
会
が
開
か
れ
、
こ
こ
に
玉
川

村
商
工
会
が
誕
生
し
ま
し
た
。
以
来
、

創
意
工
夫
を
重
ね
商
工
業
者
の
発
展
と

商
工
会
の
充
実
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し

て
き
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
青
年
部
、

婦
人
部
の
活

動
に
も
目
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
村
の
新
生
活
運
動
の
一
環
と
し
て

商
栄
会
を
設
立
し
、
冠
婚
葬
祭
の
簡
素

化
に
そ
し
て
、
村
内
の
需
要
は
村
内
で

供
給
で
き
る
よ
う
に
と
努
力
し
て
い
ま

す。
今
後
も
現
在
の
情
勢
を
ふ
ま
え
、
村

の
経
済
の
中
核
と
し
て
、
そ
の
機
能
を

発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
念
願
し
ま
す
。

関
連
記
事
は
、
九
ペ
ー
ジ
で
す
。

初代会長として感諸状を受ける建形量致氏A 
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0
・
・
・
予
算
は
村
づ

0
・
:
き
な
い
重
要
な
も
の

0
・
:
写
真
と
す
れ
ば
、
泊

O
:
・
そ
こ
で
今
月
は
、

0
・
:
の
決
算
に
つ
い
て
、

O
:・
の
よ
う
に
使
わ
れ

0
・
・
・
紹
介
し
ま
す
。

村

A 
口

所

の

昭和56年10月 1日No. 1 82  

一般会計決算状況

いみ審

たまかわ広報

歳入

繰越金
3.296 

昭
和
五
十
五
年
度
の
一
般
会
計
の
決

算
額
は
、
歳
入
総
額
一
四
億
三
千
八
百

九
六
万
三
千
円
六
歳
出
総
額
が
一
四
億

九
吉
八
八
万
四
千
円
で
あ
り
ま
す
。

決
算
収
支
の
状
況
を
見
ま
す
と
、
翌

年
度
へ
繰
越
す
べ
き
予
算
と
し
て
、
繰

越
明
許
費
が
ニ
百
五
万
九
千
円
あ
り
差

引
実
質
額
が
二
千
七
百
二
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
「
歳
入
」

昭
和
五
十
五
年
度
の
歳
入
の
決
算
額

は
一
四
億
三
千
八
百
四
六
万
一
一
一
千
円
で

そ
の
内
訳
を
見
ま
す
と
、
主
な
も
の
と~ 

自動車取得税交付金

14，815，000円
1. 0 % 

65 

し
て
地
方
交
付
税
が
全
体
の
四
一
一
一
・
一

%
を
占
め
、
次
に
村
税
一
回
・
一
一
一
%
、

公
共
事
業
の
拡
大
と
共
に
県
支
出
金
が

前
年
構
成
比
よ
り
も
五
必
も
多
い
一
一

形、
，
村
償
が
七
・
八
が
で
四
項
目
で
全

体
の
七
六
必
を
占
め
て
い
ま
す
。

(
自
主
財
源
と

依
存
財
源
)

自
主
財
涼
と
は
、
村
自
身
が
収
入
額

を
見
積
り
、
賦
一
謀
、
徴
収
す
る
な
ど
自

主
的
に
収
入
す
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

依
存
財
源
と
は
、
国
や
県
の
決
定
に

60 

40 

35 

よ
り
収
入
さ
れ
る
¥
も
の
を
い
い
ま
す
。

昭
和
五
十
五
年
度
決
算
額
に
占
め
る

自
主
財
源
は
三
四
・
二
%
で
主
な
も
の

が
村
税
で
す
。

「
歳
出
」

歳
出
が
ど
の
よ
う
な
目
的
に
使
わ
れ

た
か
を
み
て
み
ま
す
と
、
最
も
多
い
の

が
農
林
水
産
業
費
で
構
成
比
が
ニ
五
。

一
%
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
昨
年
の
冷
害
対
策
事
業
や
農

道
整
備
、
農
業
振
興
等
に
つ
か
わ
れ
ま

し
た
。

実現させよう r福島空港』を須賀川東へ

そ

の

他

国
庫
支
出
金

地
方
交
付
税

村

税

30 

単
位

。
(
千
万
円
)

25 

20 

15 

10 

p
h
u
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昭和55年度

歳出

建設事業内容

08，913，675 
:123，390，419 

76，413，631 
比

その抱 0.5%6，322，040 
67，391，436 

日リ

(単位:千円〉

昭和55年度

業助檎

対

〔
四
度
度
年
年
本
前

度年

209，009，262円

296，452.480円

教

業

1， 0 0 0 

5， 7 5 0 

9 5， 0 3 4 

6.1，73.2 

4 7， 026 

額Y
ム‘
タト
4
J

決名

1， 9 4 7 

194.557.161円

35 30 25 20 15 ハ
υ
4
2
8ム5 

単位
(千万円)0 

2 1 2， 4 8 9 計

村
民
負
担
の
状
況

村
が
行
政
を
お
こ
な
う
た
め
の
必
要

な
経
費
は
、
直
接
あ
る
い
は
間
接
に
村

氏
の
皆
さ
ん
に
負
担
を
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
藍
接
負
担
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
村
税
、
分

担
金
及
び
負
担
金
、
使
用
料
及
び
手
数

料
等
が
あ
り
、
間
接
に
負
担
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
地
方
交

付
税
、
地
方
譲
与
税
、
国
庫
支
出
金
等

p.

が
あ
り
ま
す
o

な
か
で
も
村
税
は
、
村
ヘ

政
の
執
行
上
極
め
て
重
要
な
歳
入
と
な
東

っ
て
お
り
ま
〈
す
。

村
税
の
決
算
額
は
、
ニ
億
五
苦
六
十
周
実

万
田
千
二
百
一
一
一
十
一
円
と
な
り
前
年
度
事
ハ

よ
り
一
五
・
六
%
増
加
し
て
お
り
、
一
一

ν

人
当
り
に
し
ま
す
と
二
万
七
千
五
百
五

J

十
七
円
負
担
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
港

す

。

空

島福
p
u
u
 

p

つょせ
去』見コ」実

202，34.0 ，.0.00丹の内訳

事 業 名 苔ミ 算 額

公営住宅建設事業 2 9， 3 8 2 

民有林林道整鵠卒業 8 0， 9 1 4 

村 2、ふ~ 改 良 主山ゴ役S ミJぺ子守、・v 6 0， 0 0 0 

団体営農道整備事業 8， 0 8 3 

農山漁村特到対策事業 11， 809 

冷 対 策 事業 2， 1 2 

県 土地改良事 7， 939 

消 防 施 設 菩手 1 0， 4 6 0 

計 2 5 0， 6 9 9 

98，049，000 

000 4，24 

村税

民ネす民J

税産資国2. 

軽3. 

17，937，000 市4. 

l 税気電6. 

000 税木

特別土地保有税

材6. 

489，000 7. 
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昭和55年度
国民健藤保険特別会計決算

昭和56年10月 1日No. 182 たまかわ広報

基金積立金1.892.440(0.6 %) 

保険施設費870，304( O. 3 96) 

諸支出金

172.830 

保

句

句

2
8判

14.826.157 
(4.8タ15)

険

歳出

310，655，611 

(円〉

給

付

金

財産収入
1，892，440 (0.6必〉
諸収入
1，但0，285(0.5労)
県支出金
213，∞0(0.1必〉
使用料及び手数量
5，900 

336， 103， 619円

310， 655， 611円

25， 448， 008円

歳入合計

歳出合計

差引残高

一世帯当りの国民健康保険税

94， 267円

1， 131戸

約4.0人の加入

国

庫

支歳入

お6，103，619

(円〉

出

金202，405，053 

(60.2$ち〉
292，893，880 

(94.3%) 
t土r
司 p

t士十
〒!J

入世

世

H日

項 目 金(支出済額額) 円!
保

険
療 主主 諸 費 268，530，994 

月G、A口 『司 額 療 養 費 19，642，886 

付 助 産 詰- 費 3，840，000 

金
言F 祭 諸 費 880，000 

の内訳保険給付金 (292，893，880円)
...-.._..一回一目ー.._..-..-..-..ー・'-"，

収益的収入及び支出の状況

(単位円〉40，923，052円入収

昭
和
五
十
五
年
度
の
事
業
収
益
は
、

四
千
九
二
万
一
ニ
千
五
二
円
、
事
業
費
用

が
三
千
九
百
五
四
万
六
千
五
百
八
九
円

で
差
引
き
純
利
益
が
百
三
七
万
六
千
四

百
六
三
円
と
な
り
、
前
年
度
か
ら
の
未

処
理
欠
損
金
に
繰
入
れ
補
て
ん
し
、
}
当

年
庄
の
未
処
理
欠
損
金
を
八
百
五
七
万

三
千
一
一
一
百
ニ
八
円
と

L
ま
し
た
。

収
益
的
収
入
に
関
し
て
は
、
営
業
収

益
の
九
四
・
九
%
を
占
め
て
い
る
給
水

収
益
の
仲
び
が
、
天
候
の
清
涼
と
異
臭

味
が
発
生
し
た
た
め
に
年
間
給
水
量
の

伸
び
悩
み
等
が
あ
っ
た
た
め
に
わ
ず
か

な
伸
び
率
と
な
り
ま
し
た
。

支

円

3，951，868円

資本的収入額が資本的支出額に不足する額

3，951，868円は過年度分損益勘定留保資金

で補てんしました。

実現させよう『福島空港』を須賀川東ヘP

庁'"、ム口 水 収 益 18，907，930 

事 営業収益
19，370 受託工事収益

19，922，050 
その他の営業収益 994，750 

業
受取利息及び配当金 871，746 

営!業外収益

収
他会計補助金 20，000，000 

20，991，746 
来it 収 益 120，000 

ナ.lllミL 
特 別収益 過年度損益

9，256 
9，256 修正益

資本的収入及び支出の状況

。入

出

収

(単位円〉

原水及び浄水費 9，430，519 

配水及び給水費 8，060，612 
事
営業費用 戸.x之. 託 工 事 181，520 

総 係 費 9，931，536 

業 33，928，629 減価償却費 6，320，592 

資産減粍費 。
費 その他の営業費用 3，850 

営業外費用 企支払業利取扱息諸及費び 5，617，960 

用 5，617，960 雑 支 出 。
特別損失 0 過年 損益修正損 。
子備費 O 子 備 費 。

39，546，589円出支
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作
時
露関

最
終
回

一
一
ふ
る
さ
と
を
見
聴
そ
う
を
テ

i
マ
に
募
集
さ
れ
た
小
中
学
生
一
一

一
一
の
入
賞
さ
れ
た
作
品
を
五
回
に
わ
た
り
連
議
し
て
ま
い
り
ま
し
一
一

一
一
た
が
、
今
月
は
野
下
久
美
子
さ
ん
の
作
品
を
紹
介
し
、
こ
の
テ
一
一

一一

l
マ

の

掲

載

を

終

ら

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

一

一

No. 1 82 

⑧
こ
の
作
品
は
、
昭
和
五
十
六
年
一
一
一
月
募
集
の
も
の
で
す
の
で
入
賞

者
の
学
年
が
現
在
と
違
っ
て
お
り
ま
す
。

く
ず
し
て
、
公
園
を
造
る
こ
と
が
大
切

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
か

ら
飛
行
場
を
造
っ
て
も
お
そ
く
な
い
と

私
は
思
い
ま
す
。

玉
川
村
に
大
き
な
{
病
院
を
造
る
の
も

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
い
ざ
病
気
に
な

っ
た
と
き
、
須
賀
川
や
石
川
ま
で
寧
な

ど
で
行
く
間
に
死
ん
で
し
ま
っ
て
か
ら

で
は
お
そ
い
の
で
す
。
そ
う
な
ら
な
い

た
め
に
こ
そ
玉
川
村
に
大
き
な
病
院
を

造
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
だ
れ
も

が
そ
の
病
院
で
診

察
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま

す。
出
号
線
の
外
に

那
須
山
、
小
名
浜

へ
行
く
道
路
な
ど

を
造
っ
て
も
ら
い

た
い
。
そ
う
す
れ

ば
、
短
い
時
間
で

遠
い
所
へ
早
く
つ

昭和56年10月1自

玉
別
村
を
よ
り
よ
く
す
る
に
は
、
回

熔
や
山
な
ど
を
く
ず
し
飛
行
場
を
造

り
、
道
路
や
公
園
な
ど
を
造
っ
て
も
っ

と
人
が
住
み
や
す
く
す
る
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

た
と
え
飛
行
場
が
出
来
て
も
、
私
達

子
供
の
遊
ぶ
所
が
な
け
れ
ば
、
私
達
よ

り
小
さ
な
子
供
た
ち
は
遊
ぶ
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
う
。

そ
の
た
め
に
は
、
最
初
に
近
く
の
山
を

R
d
 

去一小六年

野下久美子

く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
と
思
う
。
そ

う
し
て
玉
川
村
を
発
展
さ
せ
る
の
は
、

い
い
け
れ
ど
公
窓
口
を
起
し
て
も
ら
い
た

く
あ
り
ま
せ
ん
。

玉
川
村
に
高
等
学
校
を
造
っ
て
も
ら

い
た
い
。
そ
し
て
夜
間
学
校
な
ど
を
利

用
し
て
高
校
に
行
け
な
か
っ
た
人
の
た

め
に
ど
ん
な
人
で
も
通
え
る
よ
う
に
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
達
が

高
校
へ
行
く
ま
で
に
そ
の
高
校
ゃ
い
ろ

い
ろ
な
設
備
が
整
え
ば
い
い
な
ぁ
と
思

い
ま
す
。

こ
う
し
て
よ
り
よ
い
玉
川
村
を
造
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
こ

の
す
ば
ら
し
い
環
境
の
中
で
一
日
も
早

く
玉
刑
村
が
発
展
し
も
っ
と
人
が
住
み

や
す
く
な
る
E
の
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す。

や
さ
し
い
栄
養
の
知
識

ω

一

た

せ

て

お

き

ま

し

ょ

う

。

一

※
料
理
の
レ
パ

i
ト
リ

i
を

ふ

や

す

一

料
理
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
少
な
い
一

と
、
ど
う
し
て
も
献
立
は
単
調
に
な
っ
一

て
し
ま
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
ま
一

し

よ

う

。

一

※

分

量

に

横

れ

る

一

へ

い
つ
も
計
量
す
れ
ば
同
じ
料
理
が
で
…
東

き
る
し
、
つ
く
り
す
ぎ
る
こ
と
も
あ
り
↑
川

ま
せ
ん
。
ま
た
、
買
い
物
も
し
ぜ
ん
に
十
m良

「
目
方
買
い
」
が
で
き
ま
す
。
つ
い
で
一
苔
ハ

『

J
J
~

に
家
計
薄
に
も
目
方
を
記
入
し
て
お
け
一
存
}

ば
、
物
価
の
動
き
に
敏
感
に
な
れ
る
こ
一
』

と

で

し

ょ

う

。

一

港

一空一島
一
福

司

m
u
u
でつ
一
よ
…せ一桜

一
実

b
J
 

-
/
/
¥
r
j
 

る

、

の

-

す

い

慈

/

よ

し

だ

す

J

し

い

ら

一

お

か

で

。
献
立
づ
く
り

※
晩
↓
朝
↓
思
一
の
流
れ
で
計
画
を
た

て
る
食
事
パ
タ
ー
ン
を
も
と
に
、
最
低

一
日
分
の
献
立
を
た
て
ま
す
。
そ
し

て
、
食
品
の
過
不
足
を
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
し
ょ
う
。

ま
た
晩
か
ら
一
日
を
数
え
る
と
買

い
物
や
材
料
の
く
り
ま
わ
し
の
点
か

ら
便
利
で
す
。

。
献
立
は
そ
の
日
に
よ
っ
て
食
事
環

境
が
異
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
臨
機

応
変
に
変
更
で
き
る
だ
け
の
揺
を
も

※
味
つ
け
を
じ
よ
う
ず
に

食
事
は
、
お
い
し
く
楽
し
く
す
る

の
が
理
想
で
す
。
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簿名者

商工会の20周年記念式典の席上次の方々が表彰されました。

三主主 コ:I:/..

又: 辱ノ
玉川村長感謝状贈呈者

昭和56年度

優良従業員表彰者 〈敬称略〉

間期
一
月
一
月
一

エb
z
b
一

一
年
一
年
一

虫
採
一

7
二
b
一

誇
市
一

4
二
F
D
一

一
~
一
~
一
~

在
一
月
一
月
一
月

Q
三田
h
d

一戸。

年
一
年
一
年

P
O
一
寸
t
一
円

b

no
一4
z
b

職名|

初代会長 i
ニ代会長 i

l三代会妄

名
一
日
一
一

氏一日一日一

玉川村商工会長感謝状贈呈者

氏 名 事 曲

本田栄勝 役員三期以上 渡辺源ニ 役員三期以上

古寺長首 " 矢部丈高 I1 

辻 勝源 " 誌谷正之助 " 
鈴木義尚 I1 大野貞夫 fI 

熊田清義 " 矢吹市三 I1 

塩沢重義 fI 王手田永男 " 
石森 勝 1/ 出旗幹雄 商工会創立に貢献

玉)11村商工会長表彰者

氏 名 事: 出 氏 名

小林吉伊 役員三期以上 溝井女ー 役員三期以上

首藤信勝 I1 円谷直成 I1 

小原澄夫 " 塩沢昌久 I1 

野崎幸男 11 鈴木嘉喜 誼 11 

出山正雄 11 車田 衛 職員勤続8年以上

" 佐藤俊恵 11 

円谷房夫 I! 

11 

" 

雄

市j

旗信子

口一夫

増子喜久男

駒木根勝英

小林和

田義勝 I!

石森定吉 i紛玉JII畜産センター
大竹照治|紛鈴木建設

小林覚雄 i岩谷建設
ヂドトシ子 i偏釘 屋 商 j吉

有賀貞代 iこうじゃ食堂
塩沢一郎 l小林建設
矢部義雄|東京精工

三瓶トシヱ

阿部

金田

円谷

〈敬称略〉

駒木根工業紛福島工場

I1 

一
運
動
会
と
い
う
と
、
だ
れ
で
も
忠

一
い
出
す
の
が
子
供
の
こ
ろ
、
秋
の
陽

一
を
い
っ
ぱ
い
に
浴
び
て
、
力
一
杯
走

一
っ
た
風
景
、
春
の
遠
足
と
と
も
に
秋

一
の
運
動
会
は
、
幼
少
時
代
の
楽
し
い

一
思
い
出
で
す
。

山
今
で
は
、
各
小
学
校
で
は
春
に
運

…
動
会
を
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
な
り
ま

一
し
た
が
、
こ
こ
泉
保
育
所
で
は
、
十

…
月
二
十
日
お
や
こ
運
動
会
が
お
こ
な

一
わ
れ
ま
し
た
o

一

こ

の

自

は

運

動

会

日

和

と

あ

っ

一
て
、
家
族
ぐ
る
み
も
多
く
見
ら
れ
子

一
供
達
よ
り
も
親
の
方
が
必
死
の
よ
う

一
で
し
た
。

運
八
ミ
リ
や
ピ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
の
ぞ
き

込
む
お
父
さ
ん
の
姿
が
ひ
と
き
わ
自
立

つ
な
か
、
子
供
達
、
が
一
番
気
に
な
っ
た

の
が
お
昼
の
お
弁
当
。
お
弁
当
の
一
番

、
、
、
様
、
、
.

の
人
気
と
い
え
ば
お
む
す
び
か
な
、
お

ももも、、

い
な
り
さ
ん
か
な
、
底
力
を
出
す
の
に

は
や
は
り
、
米
飯
な
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん。
体
を
動
か
し
た
後
、
広
げ
ら
れ
た
ご

ち
そ
う
を
ほ
お
ば
る
よ
い
子
達
の
顔
は

最
高
の
顔
を
し
て
ま
し
た
。

「
お
い
し
い
顔
っ
て
、
こ
ん
な
顔
だ
っ

た
の
か
な
あ
」
と
過
ぎ
し
日
を
思
い
出

さ
せ
る
一
日
で
し
た
。

実現させよう r諸島空港』を須賀川東へ
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敬
老
会
は
、

去
る
九
月
十
四

日
午
前
十
時
か

ら
村
体
育
館
に

て
、
七
十
五
歳

以
上
の
お
年
寄

り
三
百
三
十
一

人
を
招
き
に
ぎ

や
か
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

式
で
は
、
村

長
の
式
辞
の
あ

と
、
今
年
八
十

歳
に
な
ら
れ
た

矢
吹
イ
子
さ
ん

外
二
十
七
名
の

方
々
に
村
長
か

ら
敬
老
年
金
証

書
が
一
人
一
人

に
手
渡
さ
れ
、

夫
婦
そ
ろ
っ
て

八
十
歳
に
な
ら

れ
た
関
根
三
次

郎
さ
ん
、
大
野

佐
馬
太
さ
ん
夫

妻
に
は
、
特
別

記
念
品
が
贈
ら

れ
、ま
し
た
。

来
賓
の
方
々

か
ら
「
今
ま
で

の
御
苦
労
に
感

謝

す

る

と

共

に
、
今
後
益
々

ご
健
勝
に
て
す

ご
さ
れ
ま
す
よ

う
お
祈
り
し
、

さ
ら
に
若
い
世
代
へ
の
ご
指
導
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
祝
辞
を
う
け
ま
し
た
。

式
典
の
あ
と
は
、
声
玄
会
や
ス
ポ
ー

ツ
民
一
話
会
の
人
達
に
よ
り
、
秋
田
お
ば

こ
、
長
者
の
山
等
十
曲
が
歌
い
踊
ら
れ

お
年
寄
り
の
中
に
は
、
手
を
動
か
し
い

ま
に
も
踊
り
出
し
そ
う
な
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
も
見
ら
れ
、
す
し
や
お
酒
を
く
み
か

わ
し
な
が
ら
昔
話
し
に
も
花
を
咲
か
せ

て
い
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
電
々
公
社
が
こ
の
日
の

た
め
に
設
置
し
た
、
無
料
電
話
(
シ
ル

バ
ー
ホ
ン
〉
が
置
か
れ
、
知
り
合
い
や

子
供
、
孫
た
ち
に
電
話
を
か
け
る
姿
も

見
ら
れ
ま
し
た
。

「
楽
し
か
っ
た
が
い
」

「
い
や
あ
、
楽
し
が
っ
た
ぞ
い
、
ん

だ
が
ら
長
生
き
し
な
ん
ね
な
い
」

j路:
j傍:
:のj
i石j
;仏j
? ~弓〉

ユ
副
村
内
の
路
傍
、
墓
地
、
不
動

5
2
・

月
三
様
や
観
音
様
の
境
内
、
山
、
野

知
町
田
…
原
を
と
わ
ず
、
い
た
る
処
に
写

輪
…
真
の
よ
う
な
石
仏
を
見
か
け
る

血
息
…
こ
と
が
多
い
o

こ
の
写
真
は
、

口
一
中
部
落
泉
中
学
校
前
の
入
山
墓

芳
人
…
弛
に
あ
る
八
基
の
う
ち
の
一
基

.
レ
山

'で
あ
る
。
石
に
刻
ま
れ
た
こ
の

日

J

…
ふ
っ
く
ら
と
し
た
温
客
、
頬
を

L
r
E
U
 

-
…
ょ
せ
る
と
ぬ
く
も
り
を
感
ず
る

よ
う
な
顔
付
き
、
石
工
の
情
熱

が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
だ
。
六
観
音
の

一
ツ
と
し
て
昔
か
ら
女
性
の
絶
太
な
信

J

来
年
の
敬
老
会
に
も
元
気
で
皆
さ
ん

顔
を
見
せ
て
下
さ
い
。

仰
を
集
め
た
十
九
夜
観
音
は
、
村
内
の

い
た
る
処
に
佐
山
を
見
せ
で
勺
リる。

造
立
者
は
満
中
の
女
性
達
で
、
「
女

中

G
G人
」
と
刻
ま
r
れ
て
い
る
塔
が
多

い
。
ハ
タ
」
こ
定
一い
う
女
中
と
は
女
性
一

同
の
意
味
ゼ
、
下
男
下
女
の
女
中
で
は

な
い
こ
と
に
注
意
)
こ
の
よ
う
に
女
性

の
信
仰
な
の
で
、
そ
こ
に
は
当
然
安

産
、
子
授
け
、
子
育
て
な
ど
の
祈
願
が

こ
め
ら
一れ
山て
い
，る。

江
戸
時
代
の
中
期
か
ら
末
期
に
か
け

て
当
地
方
で
は
十
九
夜
信
仰
が
盛
ん
だ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

は
た
し
て
村
内
に
は
ど
れ
程
の
十
九

夜
塔
が
造
立
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
か
。

秋

空

モ

美

泉
中
学
、校
合
唱
部
(
部
長
矢
部
美
和

子
外
部
員
二
十
八
名
〉
は
、
九
月
十
七

日
に
お
こ
な
わ
れ
た
「
第
一
一
一
十
五
回
福

島
県
下
小
・
中
学
校
音
楽
祭
県
大
会
に

石
川
地
区
代
表
と
し
て
参
加
し
ま
し

た。
部
員
は
六
月
下
旬

か
ら
練
・
習
を
開
始

し
、
夏
休
み
の
ほ
と

ん
ど
を
練
習
日
に
あ

て
、
声
ぞ
つ
く
り
の
た

め
腹
節
運
動
を
一
日

五
十
回
づ
つ
く
り
か

え
し
、
き
び
し
い
レ

ッ
ス
ン
の
末
地
区
大

会
で
は
、
見
事
審
査

員
を
魅
了
し
地
区
代

表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
女
声
三
部
合
唱
で
課
題
曲

「
美
し
い
鐘
が
」
、
自
由
曲
「
一
日
に

何
ど
も
」
の
二
曲
で
県
大
会
に
お
い
て

も
練
習
が
実
り
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を

か
も
し
出
し
、
秋
空
の
よ
う
な
澄
き
っ

た
歌
声
を
ー披
露
し
て
き
ま
し
た
。

実現させよう「福島空港』を須賀川東ヘy
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行
楽
の
秋
、
家
族
そ
ろ
っ
て
出
か
け

る
機
会
も
多
く
な
り
ま
す
が
、
留
守
宅

の
カ
ギ
は
か
か
っ
て
い
ま
す
か
。

全
国
平
均
で
み
ま
す
と
、
約
一
分
五

十
秒
ご
と
に
、
一
般
住
宅
や
事
務
所
、

庖
舗
な
ど
が
、
い
わ
ゆ
る
侵
入
ド
ロ
ポ

ウ
の
被
害
に
あ
い
、
一
件
当
た
り
約
十

万
円
の
損
害
を
被
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
一
年
間
の
被
害
件
数
約
二
十
九

万
件
の
う
ち
、
約
六
割
を
一
般
住
宅
が

占
め
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
侵
入
盗
に
は
三
つ
の
犯

罪
手
口
が
あ
り
ま
す
。

空
き
巣
:
:
:
昼
間
、
留
守
の
聞
に

侵
入
す
る
。

忍
び
込
み
:
:
:
夜
間
の
就
寝
時
に
侵

入
す
る
。

家
庭
の
防
犯
四
か
条

〈
出
か
け
る
と
き
は
必
ず
カ
ギ
を
か
け

ト
ぞ
っ

V

家
庭
が
最
も
被
害
を
受
け
や
す
い
の

は
「
空
き
巣
」
と
「
忍
び
込
み
」
に
よ

る
も
の
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
約
半
数
は

カ
ギ
を
か
け
忘
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
侵
入

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
場
所
別
に
み
る

と
、
大
胆
不
敵
に
も
全
体
の
約
四
割
近

く
が
玄
関
か
ら
入
っ
て
い
ま
す
。
出
か

け
る
と
き
は
、
必
ず
カ
ギ
を
か
け
ま
し

ょ
う
。

〈
玄
関
に
は
C
P
マ
l
ク
付
の
力
ギ
を
〉

空
巣
や
忍
び
込
み
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
丈
夫
な
カ
ギ
を
選
び
た
い
も
の
で

す
。
そ
ん
な
と
き
に
役
に
立
つ
の
が
C

P
マ

i
ク。

こ
の
マ

l
ク
は
、
警
察
庁
長
官
が
カ

ギ
の
強
度
、
カ
ン
ヌ
キ
の
強
さ
は
も
と

よ
り
、
カ
ギ
の
精
巧
度
に
ま
で
お
よ
ぶ

厳
し
い
検
査
に
よ
り
優
良
防
犯
機
器
と

し
て
認
定
し
た
カ
ギ
だ
け
に
付
け
ら
れ

る
も
の
で
す
。

カ
ギ
選
び
に
は
C
P
マ
ー
ク
を
参
考

に。〈
隣
り
近
所
で
防
犯
体
制
を
〉

外
出
す
る
と
き
は
、
近
所
に
声
か

け
、
ま
た
、
声
を
か
け
ら
れ
た
お
宅
で

は
、
留
守
宅
に
だ
れ
か
き
た
ら
「
ど
ち

ら
に
ご
用
で
す
か
」
と
声
を
か
け
、
用

件
を
確
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

侵
入
ド
ロ
ボ
ウ
は
人
と
の
接
触
を
極

端
に
き
ら
い
ま
す
の
で
、
こ
の
ひ
と
芦

が
防
犯
に
役
立
ち
ま
す
。

八
長
く
家
を
あ
け
る
と
き
、

新
聞
な
ど
は
配
達
中
止
を
〉

牛
乳
や
新
聞
が
玄
関
に
た
ま
っ
て
い

る
の
は
、
留
守
を
教
え
て
い
る
よ
う
な

も
の
で
す
。
長
く
家
を
あ
け
る
と
き
は

配
達
を
中
止
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

。

た
円
J

No. 182 たまかわ広報

つ
玉
川
村
母
子
会
員

を
す
が
ま
幼
稚
園
で
は
、
九
月
十
一
日

お
月
見
会
を
ひ
ら
き
ま
し
た
。

先
生
か
ら
お
月
見
に
つ
い
て
の
話
を

開
い
た
あ
と
、
園
児
た
ち
は
ち
つ
ち
ゃ

な
手
で
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
だ
ん
ご

を
つ
く
り
ま
し
た
。

つ
ぎ
に
湯
で
あ
が
っ
た
も
の
を
四
ケ

づ
っ
串
に
さ
し
、
き
な
粉
と
し
よ
う
油

味
の
こ
ろ
も
を
ま
ぶ
し
て
出
来
あ
が

り
、
い
よ
い
よ
食
べ
ご
ろ
自
分
た
ち
の

つ
く
っ
た
月
見
だ
ん
ご
に
舌
つ
づ
み
を

う
ち
な
が
ら
、
先
生
が
「
お
家
に
帰
っ

て
、
お
月
見
の
手
伝
い
で
き
る
ネ
」
と

開
く
と
、
「
ぼ
く
毎
日
手
伝
っ
て
る

ー

手
作
り
の
オ
ム
ヅ
を
。
プ
レ
ゼ
ン
ト

玉
川
村
母
子
会

(
会
長
首
藤
多
代
さ

ん
l
コ
一
十
五
名
〉
で

は
、
か
ね
て
か
ら
会

員
に
よ
び
か
け
て
、

村
内
の
在
宅
ね
た
き

り
老
人
用
の
オ
ム
ツ

を
作
成
し
、
こ
の
ほ

ーど
七
十
五
枚
を
玉
川

村
社
会
福
祉
協
議
会

へ
寄
託
し
た
。

玉
川
村
社
会
福
祉

協
議
会
で
は
、
こ
の

説
同
意
に
む
く
ゆ
る
た

め
に
、
村
内
の
気
の
毒
な
方
々
に
贈
呈

す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
手
近
か
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
は
誰
に
で
も
で
き
る
簡
単
な
活

動
で
対
象
者
に
は
大
き
な
感
銘
を
与
え

る
に
ち
が
い
な
い
。

〈
社
協
〉

寄

~fす

こ
の
ほ
ど
次
の
方
々
よ
り
ど
寄
付
を

頂
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

も
ん
」
「
だ
ん
よ
つ
く
り
だ
っ
て
で
き

る
よ
」
と
元
気
な
声
を
か
え
じ
て
く
れ

る
園
児
た
ち
で
じ
た
。

※
子
供
た
ち
の
日
課
に
、
お
家
の
手
伝

い
を
入
れ
る
こ
と
も
、
家
族
の
一
員
と

し
て
の
役
割
を
持
つ
意
味
で
大
切
な
こ

と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ネ
/

P
 ヘ

東如貝須多仏n」港

玉
川
村
商
工
会
婦
人
空

部
ハ
九
・
ニ
一
)
信
畠

ス
ポ
ー
ツ
民
謡
協
会
福

玉

川

支

部

r

(
支
部
長
佐
藤
ハ
ル
イ
氏
〉

Z
J

(
九
・
三
〉
よ

一

金

壱

万

円

也

声

玄

会

せ

(
代
表
者
矢
部
玄
信
氏
〉
さ

一

金

壱

万

円

也

飯

田

源

一

般

現

(
四
辻
老
人
グ
ラ
ブ
を
経
て
〉
実

ハ
九
・
二
四
)

記

一
金
七
千
円
也

一
金
士
官
万
円
也
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タ
や
さ
し
さ
を
隣
人
に

l
ク

共

同

募

金

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

昭和56年10月 1日

昭
和
五
十
六
年
度
の
共
同
募
金
・
歳

末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動
は
例
年
通
り

十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

の
三
カ
月
間
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

わ
が
玉
川
村
で
も
、
例
年
の
如
く
共

同
募
金
と
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

今
年
の
募
金
目
標
額
は
、
共
同
募
金

は
四
千
円
増
の
六
十
四
万
七
千
円
、
歳

末
た
す
け
あ
い
募
金
額
は
昨
年
同
様
と

9 

土
地
や
建
物
を
売
っ
た
と
き
の
利
益

を
譲
渡
所
得
と
い
い
、
こ
の
譲
渡
所
得

に
対
し
て
税
金
が
か
か
り
ま
す
。
譲
渡

所
得
は
次
の
算
式
に
よ
っ
て
計
算
し
ま

す。
譲
渡
所
得

I
譲
渡
価
額
l

(
取
得
費

運
動
始
ま
る

な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
一
世
帯
当

り
で
み
る
と
共
同
募
金
は
五
百
円
、
歳

末
た
す
け
あ
い
募
金
は
一
ニ
百
円
で
、
合

計
八
百
円
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
戸
別
募
金
額
は
昨
年
と

同
額
な
の
で
、
各
部
落
へ
の
目
標
割
当

額
は
達
成
さ
れ
る
よ
う
ね
が
い
た
い
。

い
ず
れ
近
日
中
に
は
各
部
落
の
募
金

奉
仕
者
が
訪
問
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
の
で
ご
協
力
下
さ
る
よ
う
お
ね
が
い

し
ま
す
。
(
共
募
玉
川
村
分
会
)

十
譲
渡
費
用
)

譲
渡
価
額
と
は
、
売
っ
た
土
地
や
建

物
の
売
却
代
金
で
、
取
得
費
と
は
売
っ

た
土
地
や
建
物
を
買
入
れ
た
と
き
の
価

額
で
す
。
こ
の
取
得
費
が
わ
か
ら
な
い

と
き
は
、
譲
渡
価
額
の
五
ガ
と
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
譲
渡
費
用
と
は
、
そ

の
土
地
や
建
物
を
売
る
と
き
は
、
そ
の

仲
介
手
数
料
や
測
量
費
、
立
退
料
な
ど

で
す
。譲
渡
所
得
は
、
昭
和
四
十
三
年
以
前

に
取
得
し
た
も
の
を
売
っ
た
と
き
の
長

期
譲
渡
所
得
、
昭
和
四
十
四
年
以
後
に

取
得
し
た
も
の
を
売
っ
た
と
き
の
短
期

譲
渡
所
得
と
に
区
分
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

計
算
方
法
や
税
率
が
異
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
建
物
や

敷
地
を
売
っ
た
り
、
学
校
や
道
路
を
つ

く
る
た
め
に
土
地
等
を
売
っ
た
と
き
な

ど
、
特
殊
な
譲
渡
の
場
合
は
、
一
定
の

条
件
に
あ
て
は
ま
る
と
、
最
高
三
千
万

円
ま
で
の
特
別
控
除
の
規
定
が
あ
り
ま

、す。公
給
の
領
収
証
を

受
け
取
り
、ま
し
ょ
う

皆
さ
ん
が
、
料
理
目
、
パ

l
、
ス
ナ

ッ
ク
、
旅
館
、
飲
食
庖
な
ど
を
利
用
さ

れ
た
と
き
は
、
利
用
料
金
と
一
緒
に
、

料
理
飲
食
等
消
費
税
と
い
う
県
税
を
支

払
つ
で
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。(
利
用
さ
れ
る
内
容
に
よ
っ
て
は
税
金

が
か
か
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
)

0

料
理
飲
食
等
消
費
税
を
正
し
く
支
払

0

0

0

 

っ
た
と
い
う
し
る
し
に
、
お
庖
の
経
営

者
か
ら
、
公
給
の
領
収
証
を
必
ず
受
け

取
っ
て
下
さ
い
。

公
給
の
領
収
証
と
は
、
県
が
作
製
し

お
庖
の
経
営
者
に
交
付
し
て
あ
る
領
収

証
で
、
利
用
料
金
と
税
金
の
計
算
が
明

示
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
お
客
さ

ん
の
支
払
っ
た
税
金
を
、
お
庖
の
経
営

者
が
間
違
い
な
く
県
に
納
め
て
い
た
だ

く
た
め
の
領
収
証
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

み
す
。

麻
薬
、
覚
せ
い
剤

禍
撲
滅
運
動
月
間

け
月
什
日

jmω
日

H

恐
ろ
し
い
覚
せ
い
剤
の
追
放
に
み
な

さ
ん
の
御
協
力
を
H

恐
ろ
し
い
白
い
粉
「
覚
せ
い
剤
」
が
一

般
市
民
、
と
り
わ
け
青
少
年
層
や
主
婦

層
の
問
に
ま
で
広
が
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
覚
せ
い
剤
の
影
響
の
下
で
の

凶
悪
な
犯
罪
や
悲
惨
な
事
故
が
多
く
発

生
し
て
お
り
ま
す
口
覚
せ
い
剤
の
弊
害

は
私
た
ち
の
家
庭
や
職
場
に
ま
で
忍
び

寄
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
覚
せ
い
剤

は
、
個
人
だ
け
で
な
く
、
社
会
全
体
に

も
計
り
知
れ
な
い
、
害
悪
を
も
た
ら
す

薬
物
で
す
。
し
か
し
こ
の
覚
せ
い
剤
の

弊
害
を
除
去
す
る
た
め
に
は
皆
さ
ん
の

御
協
力
が
是
非
と
も
必
要
で
す
、
党
せ

い
剤
の
追
放
に
御
協
力
く
だ
さ
い
。

「
見
本
市
ふ
く
し
ま
」

の

開

催

県
産
品
を
広
く
紹
介
す
る
「
見
本
市

ん
く
し
ま
」
が
、
日
月
刊
日
か
ら
日
日

ま
で
、
郡
山
市
の
南
東
北
総
合
卸
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
ま
す
。

展
示
さ
れ
る
製
品
は
、
生
活
に
密
着

し
た
食
料
品
、
衣
料
品
や
伝
統
工
芸
品

か
ら
、
時
代
の
先
端
を
行
く
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
関
連
の
も
の
ま
で
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
の
県
産
品
が
網
羅
さ
れ
て
お
り

ま
す
。さ
ら
に
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
電
気
自
動
車

ミ
ニ

S
L
の
運
転
な
ど
各
種
の
催
し
も

の
や
カ
メ
ラ
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
な
ど
の

豪
華
賞
品
の
当
た
る
抽
せ
ん
会
、
卸
セ

ン
タ
ー
内
の
商
庖
に
よ
る
バ
ー
ゲ
ン
セ

ー
ル
な
ど
も
企
画
さ
れ
て
お
り
、
ご
家

族
づ
れ
で
も
楽
し
め
る
展
示
会
で
す
。

昭
和
町
年
度

職
業
訓
練
生
募
集

P
 ヘ

(
福
島
県
立
石
川
職
業
訓
練
校
)
順

福
島
県
立
石
川
職
業
訓
練
校
で
は
、
知
貝

昭
和
町
年
度
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。
須

〈
募
集
要
領

v

を

訓

練

科

目

定

員

内

容

J

o
建

築

科

初

名

養

成

訓

練

生

の

み

活

。
左
官
科

ω名
養
成
訓
練
生
却
名
内
エ

転

職

者

叩

名

島

o
応

募

資

格

福

中
学
校
・
高
等
学
校
卒
業
者
(
含
卒
「

業

見

込

者

)

及

び

転

職

者

-

つ

o
入

校

願

書

受

付

よ

昭
和
田
年
日
月

2
日

(

月

)

か

ら

せ

昭
和
田
年
日
月
お
日
(
水
〉
ま
で
さ

o
試

験

日

時

及

び

場

所

現

昭
和
田
年
日
月
幻
自
主
)

9
時

ω
実

分
か
ら

第

1
会
場
県
立
石
川
職
業
訓
練
校

第

2
会
場
郡
山
公
共
職
業
安
定
所

。
試
験
科
目

国
語
、
数
学
、
社
会
、
(
面
接
)

o
合
格
発
表

昭
和
田
年
日
月

ω日
〈
月
)

。
願
書
提
出
先

県
立
石
川
職
業
訓
練
校
叉
は
、
最
寄

り
の
公
共
職
業
安
定
所



10 

保
険
料
は

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に

昭和56年10月 1日

九
月
分
ま
で
の
保
険
特
は
、
も
う
納

め
ら
れ
ま
し
た
が
。
納
め
忘
れ
が
な
い

か
、
も
う
一
度
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

保
険
料
を
納
め
お
れ
ま
す
と
、
万
一

事
故
が
あ
っ
た
と
き
の
障
害
年
金
や
母

子
年
金
、
将
来
の
老
齢
年
金
さ
え
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

事
故
が
お
き
た
と
き
に
、
あ
わ
て
て

保
険
料
を
納
め
て
も
間
に
合
い
ま
せ
ん

保
険
料
は
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

も
し
、
今
年
三
月
以
前
の
保
険
料
に

納
め
忘
れ
が
あ
れ
ば
、
d

ニ
年
前
ま
で
の

分
な
ら
、
あ
な
た
の
住
所
を
管
轄
す
る

社
会
保
険
事
務
所
に
納
め
て
く
だ
さ

、。
3
b
 
い
ず
れ
の
場
合
も
、
住
民
課
国
民
年

金
保
又
は
須
釜
支
所
窓
口
で
御
相
談
く

だ
さ
い
。
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休
日
の
管
内

在
宅
当
…
番
医
の
変
更

十
月
十
日
の
当
番
医
竹
貫
(
診
〉
が

杏
林
堂
医
読
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

公
民
館
主
催

「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
」

受
講
者
募
集

玉
川
村
体
育
館

初
心
者
初
名
(
大
歓
迎
〉

経
験
者
別
名

受

講

料

無

料

期
日
及
び
時
間
昭
和
弱
年
目
月
お
日
・

ω日

日
月
4
日
・

9
日
?
辺
、日
8

・

M
日
・
初
日
・
引
抗
日
・
幻
自
・

ω自
、
午
後
7
時

1
9時

講
師
永
井
祥
一
先
生
(
超
一
流
〉

。
希
望
者
は
日
月
初
日
(
火
〉
ま
で

に
玉
川
村
公
民
館
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

入場

数所

第

引

田
村
民
体
育
祭
開
催

日
月
日
日
(
日
)
掠
れ
回
村
氏
体
育

祭
が
須
釜
小
学
校
、
々
誌
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
す
。
〈
雨
天
時
、
回
目
安
施
〉

同
大
会
は
、
今
年
も
い
ろ
い
ろ
と
趣

向
を
こ
ら
し
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
の

で
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
参
加
く
だ
さ

、。、hv「
初
心
者
社
交

ダ
ン
ス
教
室
」

開
催

現
代
社
会
を
楽
し
く
、
有
意
義
に
す

ご
す
た
め
、
あ
な
た
も
社
交
ダ
ン
ス
教

室
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
/

。
対
象
者
村
内
に
住
む
日
才
以
上
の
男
女

。
募
集
人
数

男
女
各
誌
名

。

日

程
昭
和
弱
年
日
月
J

U
年
3
月

毎
月
2
回
、
第
二
一
一
一
金
曜
日

午
後
7
時
1
9時

。

場

所
玉
川
村
就
業
改
諮
問
セ

γ
タ
1

0

講

師一
流
講
師

。
受
講
料
無
料
開

講

式

日

月
6
日

申
し
込
み
〆
切
り
、
日
月
お
日

。
主
催
玉
川
村
公
民
館

〈
福
島
地
方
気
象
台
発
表
〉

前
半
は
、
曇
ち
ゃ
雨
の
日
が
多
い
見

込
み
で
す
が
、
後
半
は
、
会
津
地
方
で

は
し
ぐ
れ
る
日
が
多
く
、
中
通
り
、
浜

通
り
地
方
で
は
、
晴
天
の
毘
が
多
い
見

込
み
で
す
。
ま
た
、
一
時
寒
気
が
南
下

し
、
寒
い
自
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

月
平
均
気
温
は
、
平
年
よ
り
や
や
低

く
、
降
水
量
は
、
平
年
並
み
か
や
や
多

い
見
込
み
で
す
。住

民
課
衛
生
関
係

事

業

予

定

1
日
ハ
木
〉
献
血
林

精
器
(
株
)
玉
川

工
場

3
日
ハ
土
)
母
親
学
級

就
業
改
善
セ
ン
タ

ー
午
前
9
時
加
分

J
ロ
時

6
5
ハ火〉

初
日
ハ
火
〉

幻
自
〈
木
)

幻
自
ハ
金
)

2
日
(
金
)

日
日
ハ
日
〉

M
H

日
ハ
水
〉

初
日
(
金
〉

幻
自
〈
水
〉

幻
自
(
土
〉

日
月
~

4
日
ハ
水
)

妊
婦
検
診
ハ
西
部
)
母
子

セ
γ
タ

!

午

後

1
時

1

2
時
受
付

妊
婦
検
診
(
東
部
〉
母
子

セ
ン
タ
ー
午
後
1
時

1

2
時
受
付

乳
幼
児
検
診
母
子
セ

γ

タ

1

午
後
l
時

1
2時

受
付
三
才
先
健
康
診
査
就
業

改
善
セ
ン
タ
ー
午
後
1

時
J
2
持
鉛
分

公

民

館

行

事

予

定

書
道
教
室
〈
須
釜
)

第
幻
自
村
民
体
育
祭

須
釜
小
学
校
々
庭
、
午
前

8
時

ω分
か
ら
ハ
雨
天
の

場
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お
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で
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か
ら
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出
生
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氏
名

小
木
奈
津
子

矢

部

孝

徳

車

田

裕

美

榊

枝

一

也

須
釜
恵
美
子

草

野

涼

子

吉

村

功

次

矢

吹

千

夏

保
護
者

昭

男栄

清

利
正

男

保

徳
正

博

直

美
昭

夫

ヘ

ハ
八
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
〉
煉

世

帯

日

ハ

地

区

死

亡

者

氏

名

年

令

主

名

知

良

小

高

西

川

年

花

亮

題

須

南

須

釜

大

野

一

仲

裁

九

イ

マ

を

北

須

釜

鈴

木

善

太

郎

必

和

子
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5

空

編
罷
後
-
一
回
目
ロ
島

&
秋
の
腸
は
、
つ
る
ベ
落
し
と
い
い
ま
唱

す
が
、
お
彼
岸
を
過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
怠
惜
つ

に
日
が
短
く
な
り
ま
し
た
。
天
気
の
ょ
こ

い
日
中
は
、
ま
だ
気
温
も
高
く
、
日
射
ト
パ

し
は
呂
に
し
み
る
よ
う
に
見
え
、
澄
み
川
下

き
っ
た
大
気
に
咲
い
た
歓
菊
は
、
一
皮
菊
ト
μ

と
ち
が
っ
て
姿
も
し
ま
っ
て
一
段
と
深
ヨ
一

い
色
と
に
お
い
を
放
ち
ま
す
。
秋
の
取
唖
コ

り
入
れ
を
前
に
農
家
の
皆
さ
ん
に
は
、

農
機
具
等
に
よ
る
事
故
の
な
い
よ
う
充

分
気
を
付
け
て
下
さ
い
。

A
ま
た
、
村
広
報
紙
も
今
月
号
で
一
八

二
号
を
数
え
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
読
ま

れ
る
紙
面
に
と
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
、
話
題
が

あ
り
ま
し
た
ら
役
場
企
臨
課
へ
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

お

く

や

み




